
特集 デフレ完全脱却に向けた「成長と分配の好循環」の加速

常
世
の
国
い
ば
ら
き

茨
城
県
は
、
８
世
紀
前
半
、
奈
良
時
代
に
編
さ
ん

さ
れ
た
常
陸
国
風
土
記
に
「
土
地
広
く
、
土
が
肥
え
、

海
山
の
産
物
も
よ
く
と
れ
、
人
び
と
は
豊
か
に
暮
ら

し
、
常
世
の
国
の
よ
う
だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
古
来
多
く
の
人
々
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
き
た
。

近
年
は
大
井
川
和
彦
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
、
県
産
銘
柄
牛
「
常
陸
牛
」、
そ
の
中
で
も
最

高
級
肉
質
の
「
煌

き
ら
め
き」、
そ
ば
の
県
独
自
品
種
「
常
陸

秋
そ
ば
」、
県
産
銘
柄
豚
「
常
陸
の
輝
き
」、
伊
勢
エ

ビ
「
常
陸
乃
国
い
せ
海
老
」、
捕
獲
マ
ガ
モ
「
常
陸

国
天
然
ま
が
も
」
と
い
っ
た
高
品
質
を
誇
る
ブ
ラ
ン

ド
食
材
が
増
え
、
農
業
産
出
額
は
全
国
３
位
、
海
面

て
、
つ
く
ば
市
が
２
・
30
％
増
と
市
区
部（
町
村
部

は
除
く
）で
全
国
１
位
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
自
治

体
が
あ
る
一
方
、
南
北
問
題
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

国
税
調
査
速
報
に
よ
れ
ば
、
人
口
減
少
率
が
最
も
高

い
県
北
地
域
で
は
、
人
口
減
少
数
が
大
き
い
自
治
体

に
日
立
市
や
常
陸
太
田
市
が
入
っ
て
お
り
、
減
少
率

で
言
え
ば
最
も
高
い
大
子
町
は
12
・
８
％
の
減
少
と

な
っ
た
。

つ
く
ば
市
の
人
口
増
は
、
子
育
て
世
代
が
東
京
の

秋
葉
原
と
結
ば
れ
る
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
駅
周

辺
に
転
入
し
て
い
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
言
わ
れ
る

が
、
人
口
減
少
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、

企
業
活
動
ひ
い
て
は
地
方
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
が
予
測
し
た
２
０

４
０
年
の
都
道
府
県
別
の
担
い
手
不
足
率
に
お
い
て
、

茨
城
県
は
30
・
８
％
と
不
足
率
が
30
％
を
超
え
る
６

県
の
中
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
対
応
は
待
っ
た
な
し

と
言
え
る
。

２
０
２
４
年
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

向
け
て

２
０
２
３
年
12
月
に
行
わ
れ
た
経
団
連
の
「
地
方

団
体
長
会
議
」
に
出
席
し
た
。
そ
の
際
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
他
県
の
経
営
者
協
会
の
会
長
か
ら
は
、
人

材
不
足
問
題
の
深
刻
化
を
訴
え
る
内
容
の
発
言
が
相

次
ぎ
、
人
材
不
足
対
応
が
日
本
全
国
ど
の
地
方
を
問

わ
ず
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

当
会
で
も
、
こ
こ
数
年
、
会
員
企
業
か
ら
「
事
業

運
営
に
必
要
な
人
材
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
」
と

の
声
が
増
え
て
お
り
、
２
０
２
３
年
８
月
に〝
人
材

不
足
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟を
立
ち
上
げ
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
新
卒
に
代
表

さ
れ
る
若
年
層
の
採
用
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る

中
、
女
性
や
高
齢
者
も
既
に
就
業
率
が
高
く
、
戦
力

化
の
対
象
と
な
る〝
パ
イ
〟が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
必
要
な
人
材
の
不
足
に
苦
し
む
会
員
企

業
に
対
し
、
他
の
会
員
企
業
の
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
し
な
が
ら
、
課
題
ご
と
に
有
効
な
対
策
は
何
か
検

討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
、
物
価
高
騰
に
負
け

な
い
賃
上
げ
の
実
現
を
掲
げ
、
経
済
界
に
も
強
く
要

請
を
行
っ
て
い
る
が
、地
方
の
中
小
企
業
は
、原
資
に

苦
慮
し
て
い
る
中
で
も
人
材
の
確
保
の
た
め
に
賃
上

げ
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。

２
０
２
４
年
は
、
企
業
経
営
、
特
に
人
材
不
足
対

応
に
関
し
て
大
き
な
分
岐
点
と
な
る
年
だ
と
捉
え
て

い
る
。
春
季
労
使
交
渉
を
含
め
て
人
へ
の
投
資
を
行

う
た
め
の
事
業
の
再
構
築
、
生
産
性
や
付
加
価
値
を

高
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
、
省
力
化
機
械

の
導
入
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
よ
る
自
動
化
、
省
力

化
へ
の
取
り
組
み
、
外
国
の
高
度
人
材
の
定
着
な
ど
、

い
ち
早
く
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
企
業
と
そ
う
で
な

い
企
業
の
差
が
広
が
り
、
格
差
が
鮮
明
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。

２
０
２
２
年
か
ら
は
、
会
員
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）を
支
援
す
べ
く
、

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
茨
城
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

会
員
企
業
を
支
援
し
て
い
る
が
、
人
材
不
足
の
課
題

は
数
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
県
や
地
元
大
学
と
の
連
携

も
強
化
し
て
、
取
り
組
み
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
そ
の

事
業
、
業
務
に
本
当
に
人
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
、

自
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
は
何
か
を
、
常
に
問
い

直
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
２
０
２
４
年
春
季
労
使
交
渉

に
お
い
て
は
、
将
来
を
見
つ
め
、
労
使
が
自
社
の
経

営
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
お
互
い
の
立
場
を
尊
重

し
、
真
摯
な
交
渉
を
行
っ
て
よ
り
良
い
結
論
を
導
き

だ
す
の
が
大
原
則
で
あ
る
。

漁
業
漁
獲
高
全
国
２
位
、
品
目
別
で
全
国
１
位
の
産

品
が
数
多
く
あ
る
。

し
か
し
、
都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
最

下
位
争
い
の
常
連
と
な
っ
て
い
る
。
住
ん
で
い
る
立

場
と
し
て
は
満
足
し
て
い
る
か
ら
な
の
か
、
外
に
向

け
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
中
、
２
０
２
３
年
の
10
～
12
月
に
は
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
や
地
域
と
観
光
誘
客
に
取
り
組
ん
だ

「
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

４
０
０
を
超
え
る
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
た
。

『
体
験
王
国
い
ば
ら
き
』
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

「
ア
ウ
ト
ド
ア
・
食
・
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
を

テ
ー
マ
と
し
た〝
想
像
超
え
〟の
特
別
企
画
や
イ
ベ
ン

ト
を
多
数
取
り
揃
え
、
新
た
な
茨
城
の
魅
力
の
発
信

に
大
き
く
貢
献
し
、
来
県
者
も
大
幅
に
増
加
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
面
で
は
、
陸
・
海
・
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に

恵
ま
れ
、
産
業
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
積
し
て
い
る
た

め
、
２
０
２
１
年
度
の
県
内
総
生
産
は
全
国
11
位
、

１
人
当
た
り
の
県
民
所
得
は
全
国
７
位
と
な
っ
て
い

る
。地

方
の
縮
図
〝
茨
城
県
〟

そ
う
し
た
中
、
産
業
を
支
え
る
人
口
に
注
目
す
る

と
、
急
速
な
人
口
減
少
と
県
外
流
出
は
、
大
都
市
圏

を
除
く
各
自
治
体
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
茨
城
県

で
は
、
２
０
２
３
年
１
月
の
人
口
動
態
調
査
に
お
い

２
０
２
４
年
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
て

茨
城
県
経
営
者
協
会
会
長

常
陽
銀
行
会
長

笹ささじ
ま島
律りつお
夫
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